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本日の報告内容

１ 豊橋市の概要
２ 認知症サポーター講座啓発について

2-1 啓発全体について
2-2 若年層への啓発について
2-3 企業への啓発について

３ 豊橋鉄道(株)内で継続的に実施できる講座開催の支援
４ まとめ
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1.豊橋市の概要 令和3年4月1日現在

人口 ：374,131人
世帯 ：161,878世帯
高齢者数（率） ：96,482人（25.8％）
要介護認定率 ：15.2％
地域包括支援センター ：18カ所（委託）
認知症初期集中支援チーム：1チーム（委託）
認知症地域支援推進員 ：3名（委託・専従）
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豊橋市の認知症サポーター講座開催実績
※平成17年度からスタート
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年度 開催数 受講者数
平成29年度 147回 4,547人
平成30年度 119回 3,939人
令和元年度 115回 4,299人
令和2年度 70回 2,260人

令和3年度(12月末現在) 89回 2,632人

累計
(平成17年度〜令和3年度12月末) 1,395回 46,081人



分類 詳細（一部）

学校
小学校、中学校、高校、大学、看護専門学校、⻭科衛⽣⼠専門学校、介護職専門学校、職業訓練専
門学校、コンピューター・パティシエ・保育専門学校、児童クラブ、のびるんdeスクール(放課後の
学びの場)、ＰＴＡ

企業
公共交通機関、バス、タクシー、食品配達(宅配あり)、警備、保険、金融機関、娯楽業、薬局、製薬、
シルバー人材センター、水道サービス、郵便局、ガス、電力、就労支援、葬儀、スーパー、医療機
器、福祉用具、印刷、リフォーム、家庭用品レンタル、家電量販店、マッサージ、医療系法人、⻭
科医院、工務店、クリーニング、不動産、新聞販売店、百貨店、ＪＡ、自動車部品、旅行

住⺠ ⽼人クラブ、一般市⺠、⺠⽣委員、社会教育委員、自治会、認知症カフェ(ＮＰＯ法人)、手話サーク
ル、⽼人福祉センター

行政 警察、消防、水資源機構、日本年金機構、市役所、市⺠病院、男⼥共同参画センター電話相談員

受講団体の分類
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継続実施 −−−−令和3年度新規実施



２.認知症サポーター講座の啓発

・チラシ作成、配布
・市役所ＨＰに掲載
・広報とよはしに掲載
・まちづくり出前講座
・ティーズ（地元ケーブルＴＶ）やＦＭとよはし（地元ＦＭ局）で放送
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多種多様な媒体、メディアの活用でいろいろな人たちに情報発信

2-1 啓発全体について
＜啓発内容＞



オモテ
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ウラ
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2-2 若年層への啓発

・小中学校（福祉教育の一環）
・高校（毎年受講している高校の例）
・大学（医療系の学科に地域包括支援センターが営業活動）
・放課後児童クラブ（指導員間の情報交換、口コミで広まった）
・のびるんdeスクール
・看護専門学校
・⻭科衛⽣⼠専門学校
これからの将来を担う若者、介護する立場になる方たちに、認知
症について理解することの大切さを伝えたところ、各学校の担当
者から反響あり 11/18

＜対象＞



2-3 企業への啓発

・企業向けのチラシ作成、配布
・豊橋市独自のロバ隊⻑ステッカー配布、市役所ホームページ掲載
・市役所人事課主催のテーマ別研修
・とよはし健康マガジン(メールマガジン)に掲載
・豊橋商工会議所のNewVoice(会報誌) e-Voice(メールマガジン)に掲載
・認知症地域支援推進員が営業活動

企業の目に留まるような啓発、企業にとってのメリットをアピール
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＜啓発内容＞



オモテ
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ウラ
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3.豊橋鉄道株式会社内で継続的に実施できる講座開催の支援

・講師の確保
・認知症地域支援推進員が使用しているパワーポイントのデータ貸与、

講座流れの説明
・業務上必要な社会資源の紹介
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不特定多数のお客様の対応をされている豊橋鉄道(株)の社員の方々が、
認知症について意識を持ち続けるために、社内にキャラバンメイトをおき、
大勢の社員が講座を受講しやすい環境を作るための支援。

豊橋鉄道株式会社の熱意を裏切らないように協力

＜実施内容＞



4.まとめ
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（１）本日の紹介内容（取り組みと成果）

・啓発の工夫により、講座申込数の増加と受講者の分野拡大

・企業と行政の一枚岩での取り組みで、講座開催拡大

（２）今後の課題

・活用メディアの拡大によるさらなる情報発信



ご清聴ありがとうございました。
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